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平成２７年度 学校教育診断集計結果について（２） 
前回に引き続き、集計結果を報告します。今回は「学習面」と「生活面」についての結果です。 

＜学習面＞ 

診断内容 設 問 内 容 本年度 昨年度 比較 

３ わかる授業 

生徒：先生は、授業を分かりやすく教えてく

れる。 
３．４ ３．３ +０．１ 

保護者：子どもは、学校で授業をていねいに

分かりやすく教えてもらえると感じている。 
２．９ ２．９ ±０ 

４ 特別支援教育の

充実 

生徒：先生は、一人ひとりに応じた学習や生

活面でのサポートをしてくれる。 
３．２ ３．１ +０．１ 

保護者：学校は、生徒一人ひとりに応じた指

導・支援を工夫している。 
２．９ ２．９ ±０ 

５ 特色ある教育課

程の編成 

生徒：総合的な学習の時間や行事等には、興

味や関心を持って取り組める。 
３．４ ３．３ +０．１ 

保護者：学校は、総合的な学習の時間や行事

等で、特色ある教育活動を行っている。 
３．２ ３．１ +０．１ 

６ 道徳・人権教育

の充実 

生徒：学校では、思いやり、命の大切さ、社

会のルール、人権などを学ぶ機会が多い。 
３．４ ３．３ +０．１ 

保護者：学校は、豊かな心をもち人権を大切

にする子どもを育てようとしている。 
３．２ ３．１ +０．１ 

７ 進路指導の充実 

生徒：学校では、進路について十分に学ぶこ

とができ、進路の情報も知らされている。 
３．３ ３．２ +０．１ 

保護者：学校は、進路に関して十分な学習を

行い、家庭への適切な情報提供も行っている。 
３．０ ２．９ +０．１ 

８ 適切な評価 

生徒：先生は、学習の評価を適切に行ってく

れる。 
３．４ ３．３ +０．１ 

保護者：学校は、子どもの能力、努力、学力

を適切に評価してくれる。 
３．０ ３．０ ±０ 

９ 「朝の読書」の

有効性 

生徒：「朝の読書」で、読書するようになっ

たり、落ち着けるようになったりしてきた。 
３．５ ３．４ +０．１ 

保護者：生徒は「朝の読書」により、読書に

関心を持ったり、落ち着けるようになったり

してきた。 

３．０ ３．０ ±０ 

※裏面に続きます。 



＜生活面＞ 

診断内容 設 問 内 容 本年度 昨年度 比較 

10 充実した学校

生活 

生徒：学校生活は楽しいと思う。 ３．６ ３．５ +０．１ 

保護者：生徒は、学校生活を楽しく過ごせるよ

うになってきた。 
３．３ ３．３ ±０ 

11 充実した学校

生活② 

生徒：学校や地域で、自分からあいさつをして

いる。 
３．４ ３．３ +０．１ 

保護者：生徒は、学校や地域で自分からあいさ

つをしていると思う。 
３．１ ３．０ +０．１ 

12 生徒指導上の

問題への対応 

生徒：先生は、いじめや暴力などの問題にきち

んと対応してくれる。 
３．３ ３．２ +０．１ 

保護者：学校では、いじめや暴力のない学校づ

くりに取り組んでいる。 
３．１ ３．１ ±０ 

13 カウンセリング 

マインドに基づく

生徒との関わり 

生徒：先生は、親身になって接してくれる。 ３．３ ３．２ +０．１ 

保護者：生徒は、先生たちが親身になって接し

てくれると感じている。 
３．１ ３．１ ±０ 

14 部活動の充実 

生徒：部活動は、楽しく充実している。 ３．５ ３．４ +０．１ 

保護者：生徒は、部活動が楽しく充実している

と感じている。 
３．３ ３．３ ±０ 

 

全体的にみて昨年度よりも評価が高くなった項目が多くなっていますが、特に注目したいのは、 

「５ 特色ある教育課程の編成」と「11 充実した学校生活②」の結果です。 

 

この設問に関する評価は、生徒・保護者の皆さんの両者とも高くなっておりますが、この要因は

本年度コミュニティスクールに指定されたことを受け、地域に関わる学習活動を充実させたことで

はないかと捉えています。ちなみに教職員の評価についても「５ 特色ある教育課程の編成」は昨

年度比＋０．５、「11 充実した学校生活②」も昨年度比＋０．４と大きな伸びを示しています。 

 

また、「６ 道徳・人権教育の充実」も、生徒・保護者の評価は昨年度より高くなっています。

本校の校訓には“和”を第一に挙げていることもあり、今後も仲間づくりを通して道徳性や人権感

覚の育成に一層力を入れていきたいと考えています。 

 

一方、「３ わかる授業」と「４ 特別支援教育の充実」の保護者評価は、決して低い評価では

ないものの、昨年度と評価の値が変わらず、他の項目と比較して低い３．０以下であることから、 

保護者の方々にも実感いただけるような手立てを講じることが重要と考えています。 

 

次回は、平成２７年度 学校教育診断集計結果の最終として、＜家庭や地域の信頼にこたえる学

校づくり＞についての集計結果についてお伝えします。 

※「和学鍛」はホームページにも掲載いたします。 


